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1. ProAssistの概要

1-1. ProAssistでできること
ProAssistは、ネットワークを介して、コンピューターからプロジェクターの制御や投写
画面の調整を行うためのソフトウェアです。
教室や会議室、ホールなどで複数台のプロジェクターを組み合わせて大画面を投写する場
合に必要な調整をスムーズに行うことができます。

・ 入力信号の切り替え
・ 画質や明るさなどの映像調整
・ レンズ制御
 レンズシフトやフォーカス合わせなどを行い、調整値を保存することができます。

・ 画面の幾何学歪みの補正
 円筒面や球面などの特殊な形状のスクリーンに投写するときの歪み補正を行います。

・ 画面の境界の調整（エッジブレンディング）
 画面が重なる領域の明るさや色の濃淡などを調整して、画面の境界を目立たなくします。

 プロジェクター 4台を縦横に 2台ずつ並べた場合の例：
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・ 画面の色むらの調整（ユニフォミティ）
 投写画面内の部分的な色むらを補正します。選択した範囲の色をグラデーション状に
変化させて、むらを軽減します。

・ プロジェクター間の中間調の色合わせ
 階調ごとに RGBのレベルを調整してガンマ（階調再現性）を設定し、均一な画面にし
ます。

・ ウェブカメラを使用した自動調整
 ProAssistをインストールしているコンピューターにウェブカメラを接続すると、2台
のプロジェクターから投写した画像をカメラで撮影して画質を自動で調整することが
できます。
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1-2. 動作要件
以下の OS環境で動作します。
・ Windows 10 (32bit版 /64bit版 ) Home / Pro / Enterprise / Education

画面の最小解像度
1280x800（WXGA）

対応プロジェクター
当社のダウンロードページでご確認ください。
URL： https://www.nec-display.com/dl/jp/pj/soft/proassist.html

1-3. インストール／アンインストール
1.  ProAssistをダウンロードする。
当社のダウンロードページにアクセスします。
URL： https://www.nec-display.com/dl/jp/pj/soft/proassist.html

ProAssist_Installer_X.X.X.X.exeをコンピューターに保存します。（Xはバージョン番号
です）

2. ProAssist_Installer_X.X.X.X.exeをダブルクリックする。
インストーラーが起動します。
以降は、画面のメッセージに従って操作してください。
インストールが完了すると、デスクトップに ProAssistのショートカットアイコンが作
成されます。

アンインストールするときは
1. 「Windows の設定」ウィンドウを表示する。
2. 「アプリ」をクリックする。
 「アプリと機能」ウィンドウが表示されます。
3.  アプリケーションのリストの中の「ProAssist」をクリックする。
4. 「アンインストール」をクリックする。
以降は、画面のメッセージに従って操作してください。
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2. ProAssistを操作する（基本操作）

準備 :

・ プロジェクターを設置してネットワークに接続します。
 設置と接続については、プロジェクターの取扱説明書をご覧ください。
・ ProAssistをインストールしたコンピューターをネットワークに接続します。

2-1. ProAssistを起動する /終了する
■ ショートカットアイコンから起動する

デスクトップの ProAssistのショートカットアイコンをダブルクリックする。

■ スタートメニューから起動する

「スタート」→「NEC Projector User Supportware」→「ProAssist」の順にクリックする。
ProAssistの画面が表示されます。

終了するときは

ウィンドウの右上の閉じるボタン（  ）をクリックします。
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2-2. 画面と操作方法
①②

③
④

⑤

⑥

⑦

↑共通画面 ↑表示部

ここでは共通画面とメニューの操作方法を説明します。
メニューの選択や各種設定・調整は、マウスまたはキーボード操作で行います。
選択されている項目は水色で表示されます。

【共通画面】
① メニュー切り替えタブ
 設定・調整のメニューを切り替えて表示部に表示します。
 NECロゴをクリックすると、ブラウザーを開いて当社のウェブサイトを表示します。
② プロジェクターリスト
 登録されているグループ、レイアウト、プロジェクターをツリー形式で表示します。
 このリストから、調整するプロジェクターを選択します。

プロジェクターの状態をアイコンで表示します。
通信中

通信エラー

ネットワークスタンバイ

レイアウト番号（上記以外の状態）

③ 編集ボタン
 プロジェクターリスト編集画面を表示します（→ 11ページ）
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④ 選択情報
 プロジェクターリストで選択しているプロジェクターのステータスを表示します。
 複数のプロジェクターを選択しているときは、「-」を表示します。

名称 グループ、レイアウト、プロジェクター名を表示します。
入力 入力端子を表示します。
IP IPアドレスを表示します。IPアドレスをクリックすると、ブラウザーを

開いて、プロジェクターの HTTPサーバー画面を表示します。

⑤ プロジェクター制御ボタン

パワー　オン プロジェクターの電源を入れます。
パワー　オフ プロジェクターの電源を切ります。
識別 プロジェクターの画面に識別メッセージ（IPアドレス）を表示します。
更新 プロジェクターの状態表示を更新します。
保存 プロジェクターリストで選択している 1台のプロジェクターについて、

ProAssistでの設定値や調整値をデータファイル（*.dat）としてコンピュー
ターの任意のフォルダーに保存します。ファイル名の初期値は「“プロジェ
クターリストの名前”.dat」です。

読み込み プロジェクターリストで選択している 1台のプロジェクターに対して、
コンピューターに保存しているデータファイル（*.dat）を ProAssistに
読み込みます。

注意
・ データファイル（*.dat）を ProAssistに読み込むと、それまでの ProAssistの設定値
や調整値は上書きされますので注意してください。

 ■データファイル（*.dat）に保存する項目

タブ 保存する設定値・調整値
入力 保存しません。
映像 ライトモード、ライト調整、プリセット、ガンマ補正、ガンマ設定、コ

ントラスト、明るさ、基準ホワイトバランス
レンズ 保存しません。

レンズの調整値の保存および読み込みは「レンズ」画面のレンズメモリー
で行ってください。

ユニフォミティ モード、調整値 R / G / B

エッジブレンディング モード、マーカー、上端制御、左端制御、右端制御、下端制御、黒レベル、
ブレンドカーブ

注意
・ モードがオフのとき、各制御、黒レベルは 0で保存します。

中間調ガンマ モード、調整値
自動調整 保存しません。
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幾何学補正 保存しません。
補正データの保存および読み込みは、「幾何学補正」画面のファイル保存
ボタン およびファイル読み込みボタン で行ってください。

⑥ レイアウトイメージ
 選択しているレイアウトの、プロジェクター配置図を表示します。
 クリックして、調整するプロジェクターを選択できます。
⑦ バージョン情報ボタン
 ProAssistのバージョン情報画面を表示します。

【表示部】
メニュー切り替えタブをクリックすると、各設定・調整のメニューが表示部に表示されます。
各設定、調整項目は、マウスまたはキーボードを使って以下のように操作します。
キーボードの場合、メニューの移動は Tabキーで行います。

表示例  マウス操作  キーボード操作
ドロップダウン
リスト

1) ▽をクリックしてドロップダウ
ンリストを表示します。

2) 選択したい項目をクリックして
決定します。

1) スペースキーを押してドロップ
ダウンリストを表示します。

2) ↑↓キーを押して項目を選択し
ます。

3) Enterキーを押して決定します。
調整バー

ハンドル

・ ◀をクリックすると、値を 1つ
下げます

・ ▶をクリックすると、値を 1つ
上げます。

・ ハンドルをドラッグすると、移
動した位置の値に変更します。

・ 調整バーをクリックすると、値
を大きく変更します。

・ 数値入力欄をクリックすると、
数値を直接入力できます。

・ ハンドルをフォーカスさせて←
キーを押すと、値を 1つ下げま
す。

・ ハンドルをフォーカスさせて→
キーを押すと、値を 1つ上げま
す。

・ 数値入力欄をフォーカスさせる
と、数値を直接入力できます。

オフ /オンボタン クリックするたびにオン／オフが
切り替わります。

・ ←キーを押すと、オフになりま
す。

・ →キーを押すと、オンになりま
す。

 △ボタン クリックすると、印の向きにレン
ズを移動したり、ズーム /フォー
カスを変更したりします。

Enterキーを押すと、印の向きにレ
ンズを移動したり、ズーム /フォー
カスを変更したりします。
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表示例  マウス操作  キーボード操作
ラジオボタン 選択したい項目をクリックして決

定します。
1) ボタンをフォーカスさせて

Enterキーを押します。
2) ←→キーを押して項目を選択し
ます。

3) Enterキーを押して決定します。
-/+ボタン ・ -をクリックすると、値を 1つ

下げます
・ +をクリックすると、値を 1つ
上げます。

・ 数値入力欄をクリックすると、
数値を直接入力できます。

【－ボタンにフォーカスがある時】
・ ←キーを押すと、値を 1つ下げ
ます。

・ →キーを押すと、＋ボタンに
フォーカスを移動して、値を 1
つ上げます。

【＋ボタンにフォーカスがある】時
・ ←キーを押すと、－ボタンに
フォーカスを移動して、値を 1
つ下げます。

 →キーを押すと、値を 1つ上げ
ます。

参考
・ プロジェクターリストで複数台のプロジェクターを選択して一度にパワーオン／パ
ワーオフを行うことができます。

 パワーオンする際、パワーオンの遅延時間を設定する画面が表示されます。遅延時間
は 0～ 300秒の間で 30秒単位に設定できます。初期値は 0秒です。
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2-3. プロジェクターを登録してプロジェクターリストを作成する
制御するプロジェクターを、管理の単位であるレイアウトとグループに登録して、プロジェ
クターリストを作成します。

参考
・1つのレイアウトに登録できるプロジェクターは最大 6台です。
・グループの階層は、最大 4段です。
・グループとレイアウトは、合計で 100件まで作成できます。

1. プロジェクター登録画面を表示する
ProAssistをはじめて起動し、プロジェクターリストに何も登録されていない場合は、共
通画面のプロジェクターリストが下図のように表示されます。

プロジェクター追加ボタンをクリックして、プロジェクターリスト編集画面を表示します。
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参考
プロジェクターリストがすでに登録されている場合は、共通画面で編集ボタンをクリック
して、プロジェクターリスト編集画面を表示します。

2. グループを登録する
(1) グループの追加ボタンをクリックする。

 グループ追加画面が表示されます。
(2) グループ名を入力する。

 グループ名を 64文字以内で入力します。
(3) OKボタンをクリックする。
 グループを登録してグループ追加画面を閉じます。

3. レイアウトを登録する
(1) 接続先選択からレイアウトを登録するグループを選択する。
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(2) レイアウトの追加ボタンをクリックする。

 レイアウト追加画面が表示されます。
(3) レイアウト名を入力する。

 レイアウト名を 64文字以内で設定します。
(4) OKボタンをクリックする。
 下記のメッセージが表示されます。

(5) 再度 OKボタンをクリックする。
 プロジェクター登録画面に切り替わります。

4. 登録するプロジェクターを選択する
 登録するプロジェクターを自動または手動で選択します。
 画面上部のタブをクリックすると、自動選択画面と手動選択画面が切り替わります。
 ※プロジェクターによっては選択方法が手動のみになります。
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■自動で選択する場合
ネットワークに接続されたプロジェクターを検索します。
(1) ドロップダウンリストから、検索対象のエリアを選択する。

(2) 登録するプロジェクターのチェックボックスにチェックを入れる。

 選択したプロジェクターの数が、自動タブのカッコ内に表示されます。
・ 更新ボタンをクリックすると、画面を更新します。
・ キャンセルボタンをクリックすると、確認画面を表示します。「はい」をクリックす
ると、プロジェクターの選択をキャンセルして画面を閉じます。

参考
IPアドレスを指定してプロジェクターを検索する場合は、以下の手順で行います。
(1) 検索対象ボタンをクリックする。
 IPアドレス入力画面が表示されます。

 ［IPアドレスを指定して検索］を選択した場合
 開始アドレスに入力した IPアドレスでプロジェクターを検索します。
 ［範囲を指定して検索］を選択した場合
 開始アドレスと終了アドレスに入力した IPアドレスの範囲でプロジェクターを検索し
ます。

(2) IPアドレスを入力して追加ボタンをクリックする。
 プロジェクターリスト登録画面に戻り、検索されたプロジェクターが表示されます。
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■手動で選択する場合
ネットワークに接続されたプロジェクターの IPアドレスを入力します。

(1) IPアドレス入力欄のチェックボックスにチェックを入れて、IPアドレスを入力する。

選択したプロジェクターの数が、手動タブのカッコ内に表示されます。
・ キャンセルボタンをクリックすると、確認画面を表示します。「はい」をクリッ
クすると、プロジェクターの選択をキャンセルして画面を閉じます。

5.プロジェクターを登録する
(1) 自動選択画面または手動選択画面で OKボタンをクリックする。

 確認画面が表示されます。
(2) 確認画面の OKボタンをクリックする。

 自動選択画面と手動選択画面で選択したすぺてのプロジェクターをレイアウトに登
録して、プロジェクターリスト編集画面に戻ります。
・ キャンセルボタンをクリックすると、プロジェクターの追加をキャンセルして確
認画面を閉じます。
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2-4. プロジェクターリストを編集する
プロジェクターリスト編集画面では、作成したプロジェクターリストを編集することがで
きます。

また、その他に、以下の機能があります。
・レイアウトイメージの確認、配置変更
・プロジェクター制御
・レイアウトのインポート、エクスポート

①
⑥

④

⑤

⑦

②

③

①プロジェクターリスト
登録されているグループ、レイアウト、プロジェクターをツリー形式で表示します。
このリストから編集対象を選択します。
プロジェクターリスト内でドラッグ &ドロップすると、グループ、レイアウト、プロジェ
クターを移動できます。

②プロジェクターリスト編集ボタン
グループ
追加 グループ追加画面を表示します（→ 12ページ）。プロジェクターリストで

選択なし、またはグループを選択しているときに有効です。
グループ名は 64文字までで設定できます。

編集 グループの編集画面を表示します。プロジェクターリストでグループを選
択しているときに有効です。
編集画面は、追加で表示される画面と同じです。

削除 プロジェクターリストで選択中のグループを削除します。
グループに所属しているレイアウトも削除します。
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レイアウト
追加 レイアウト追加画面を表示します（→ 13ページ）。プロジェクターリスト

で選択なし、またはグループを選択しているときに有効です。
レイアウト名は 64文字までで設定できます。

編集 レイアウトの編集画面を表示します。プロジェクターリストでレイアウト
を選択しているときに有効です。
編集画面は追加で表示される画面と同じです。

削除 プロジェクターリストで選択中のレイアウトを削除します。

プロジェクター

追加 プロジェクター登録画面を表示します（→ 13ページ）。プロジェクターリ
ストでレイアウトを選択しているときに有効です。

編集 プロジェクター名と IPアドレスの編集画面を表示します。プロジェクター
リストでプロジェクターを選択しているときに有効です。

プロジェクター名は半角 16文字までで設定できます。
注意
・ すでに登録されている IPアドレスには変更できません。
・ プロジェクター名と IPアドレスを同時に変更できません。IPア
ドレスの変更を優先します。

・ プロジェクター名を変更してもプロジェクターとの接続に失敗
した場合はプロジェクター名は変更されません。

削除 プロジェクターリストで選択中のプロジェクターを削除します。

③選択情報／プロジェクター制御ボタン
共通画面を参照（→ 8ページ）。

参考
レイアウトイメージにフォーカスがあるときは、選択中のプロジェクターをキーボード操
作で制御できます。

Alt+Iキー ：プロジェクターの画面に識別メッセージ（IPアドレス）を表示します。
Alt+Nキー ：プロジェクターの電源を入れます。
Alt+Fキー ：プロジェクターの電源を切ります。
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④レイアウトイメージ
プロジェクターリストで選択しているレイアウトを編集対象として、プロジェクターの配
置図を表示します。
プロジェクターの設置状態に合わせて配置を変えることができます。

操作はマウスまたはキーボードで行います。

 マウス操作  キーボード操作
ドラッグでプロジェ
クターの位置を移動
します。

Tabキー：プロジェクターの番号順にフォーカスを移動します。
Ctr+↑↓←→キー：選択中のプロジェクターを上下左右に移動します。移
動先に別のプロジェクターが存在する場合は、場所を入れ替えます。

⑤ 設置方向

プロジェクターの設置方向（横置き／縦置き）にあわせて、レイアウトイメージの表示を
切り替えます。

⑥インポート／エクスポートボタン

インポート ファイル選択画面で指定した LISTファイル（*.lst）からレイアウト
をインポートします。
注意
登録されている情報は、選択したファイルの内容ですべて上書き
されます。

エクスポート レイアウトを LISTファイル（*.lst）にエクスポートします。
エクスポートの対象は、プロジェクターリストの選択状況により異
なります。
プロジェクター選択中 選択しているプロジェクターが所属するレ

イアウトのみ
レイアウト選択中 選択しているレイアウトのみ
グループ選択中 選択しているグループ以下の構成
選択なし すべて

⑦ 戻るボタン

プロジェクターリスト編集画面を閉じます。
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3. プロジェクターを調整する

3-1. 入力端子を切り替える【入力】

プロジェクターリストで選択しているプロジェクターの入力端子を切り替えます。
表示部には、選択しているプロジェクターが持っている入力端子が表示されます。
複数のプロジェクターを選択している場合は、各プロジェクターの入力端子が統合して表
示され、同時に入力を切り替えることができます。

操作はマウスまたはキーボードで行います。

 マウス操作  キーボード操作
選択したい端子のアイ
コンをクリックして入
力を切り替えます。

Tabキー：アイコンのフォーカスを移動します。
Enterキー：フォーカスがある端子に入力を切り替えます。
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3-2. 映像を調整する【映像】

プロジェクターリストで選択しているプロジェクターの画質調整やライトモードなどの設
定を行います。

複数のプロジェクターを選択している場合は、すべてのプロジェクターに同じ調整値や設
定を適用します。

【ライトモード】
明るさを選択します。

【ライト調整】
光源の出力を調整します。

【映像】

プリセット 投写している映像に最適な設定を選択します。複数台のプロジェクターを
組み合わせてタイリング投写を行う場合は、すべてのプロジェクターを同
じ設定にしてください。選択項目について、詳しくはプロジェクターの取
扱説明書をご覧ください。

ガンマ補正 映像の階調を選択します。
複数台のプロジェクターを組み合わせてタイリング投写を行う場合は、す
べてのプロジェクターを同じ設定にしてください。選択項目について、詳
しくはプロジェクターの取扱説明書をご覧ください。
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コントラスト 映像のコントラストを調整します。
明るさ 映像の明るさを調整します。

【基準ホワイトバランス】
信号共通で白レベルと黒レベルを調整し、色再現性を最良にします。

コントラスト R,G,B 画面の白色を調整します。
明るさ R,G,B 画面の黒色を調整します

【ブランク】
映像を一時的に消します。

【OSDミュート】
オンスクリーン表示（メニュー、入力端子、メッセージ）を一時的に消します。

【フリーズ】
表示している映像を静止画にします。

3-3. レンズを制御する【レンズ】

プロジェクターリストで選択しているプロジェクターのレンズに関する調整や設定を行い
ます。
複数のプロジェクターを選択している場合は、すべてのプロジェクターに同じ調整や設定
を適用します。
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【レンズコントロール】

フォーカス 中央 光軸付近のフォーカスを調整します。
周辺 画面周辺のフォーカスを調整します。

※プロジェクターによっては調整項目が「フォーカス」のみになります。
ズーム 投写画面の大きさを調整します。
シフト◀▶▲▼ 投写画面の位置を調整します。
ホーム レンズをホームポジションに戻します

【シャッター】
光源を消灯して投写光を一時的に消します。

【キャリブレーション】
レンズの調整範囲を校正します。

【レンズメモリー】
入力信号ごとにレンズの調整値を保存します。

登録 投写している入力信号のレンズシフト、ズーム、フォーカスの各調整値を
保存します。

移動 入力信号に応じて、保存されたレンズの調整位置にレンズを移動します。
リセット 投写中の入力信号に登録されたレンズの調整値を削除します。

【基準レンズメモリー】
すべての入力信号共通のものとしてレンズの調整値を保存します。

プロファイル 1、
プロファイル 2

調整値を登録するプロファイル番号を選択します。

登録 選択したプロファイル番号に、レンズシフト、ズーム、フォーカスの各調
整値を保存します。

移動 選択したプロファイル番号に保存されたレンズの調整位置にレンズを移動
します。

リセット 選択したプロファイル番号の調整値を工場出荷状態に戻します。
信号別読出し 信号を切り替えたときに、選択したプロファイル番号のレンズの調整値に

レンズを移動します。
映像ミュート レンズ移動中に、映像をミュート（消去）するかしないかを選択します。

【メニュー角度】
オンスクリーン表示（メニュー、入力端子、メッセージ）の向きを選択します。

【投写方法】
プロジェクターの投写方法（自動、デスク /フロント、天吊り /リア、デスク /リア、天
吊り /フロント）を選択します。
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3-4. 映像のユニフォミティを調整する【ユニフォミティ】

投写画面内の部分的な色むらを調整します。
プロジェクターリストから対象のプロジェクターを選択して調整を行います。

(1) モードをオンにする。

ユニフォミティの機能が有効になります。

(2) テストパターンをオンにする。

ドロップダウンリストでラスターを選択して、投写画面にラスターのテストパターン
を表示します。
むらが目立つように、調整バーでテストパターンの階調を調整します。
全てを有効にしてからテストパターンをオンにすると、同じレイアウトに所属するす
べてのプロジェクターに同じ階調のテストパターンが表示されます。
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(3) 調整範囲を選択する。
調整範囲選択エリアで、色むらを調整する範囲を選択します。

操作はマウスまたはキーボードで行います。

 マウス操作  キーボード操作
ドラッグで範囲を選択
する。

Tabキー：他のコントロールにフォーカスを移動します。
↑↓←→キー：直前の選択状態を解除して選択位置を移動します。
Shift+↑↓←→キー：直前の選択状態を維持して、Shiftを押し始め
た位置から範囲を選択します。

選択した調整範囲は青色で表示されます。
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(4) Ｒ、Ｇ、Ｂの各色成分を調整する。
Ｒ、Ｇ、Ｂの値を変更し、調整範囲の中心から外側に向かって※グラデーションをつけ
ることで、色むらが目立たないように調整します。

　

※ 調整範囲に上側の角２個が含まれる場合は、下図のように上から下へグラデーショ
ンをつけます。

 また、調整範囲に左下の角が含まれる場合は、下図のように左下から右上へ向かっ
てグラデーションをつけます。

・ リセットボタンをクリックすると、選択中の範囲の RGB各調整値をリセットしま
す。取り消しの記録もリセットします。

・ 取り消しボタンをクリックすると、調整値を１つ前に戻します。最大 50回まで記
録します。

・ やり直しボタンをクリックすると、調整を 1回やり直します。最大 50回まで行う
ことができます。

参考
調整領域選択エリアにフォーカスがあるときは、ショートカットキーで RGBを調整する
こともできます。
Ctrl+Rキー ：赤の値を 1つ上げます。
Ctrl+Shift+Rキー ：赤の値を 1つ下げます。
Ctrl+Gキー ：緑の値を 1つ上げます。
Ctrl+Shift+Gキー ：緑の値を 1つ下げます。
Ctrl+Bキー ：青の値を 1つ上げます。
Ctrl+Shift+Bキー ：青の値を１つ下げます。
Ctrl+Zキー ：調整値を１つ前に戻します
Ctrl+Yキー ：調整を 1回やり直します。

これで、調整が終わりました。
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参考
●調整値を３とおり保存することができます。

1、2、3から保存先を選択して、保存ボタンをクリックします。
調整値を呼び出すときは、1、2、3から保存場所を選択して読み込みボタンをクリックし
ます。このとき、取り消しの記録はリセットされます。
また、プロジェクターのオンスクリーンメニューの「色むら補正（ツール）」からも、1,2,3
の調整値を呼び出すことができます。

NP-PA703ULJLの例：

● 実際のプロジェクターの設置向きに合わせて調整範囲選択エリア内の表示を回転させ
ることができます。

座標 (0, 0)は、回転角度に応じて以下の位置になります。
0°：左上／ 90°：右上／ 180°：右下／ 270°：左下
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3-5. マルチスクリーンの境界を調整する【エッジブレンディング】

複数台のプロジェクターを組み合わせてタイリング投写を行う時の映像の境界を調整します。
プロジェクターリストから調整対象のプロジェクターを選択して、1台ずつ調整を行います。

プロジェクター 4台を縦横に 2台ずつ並べた場合の例：
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準備 :

エッジブレンディングを行うすべてのプロジェクターのプリセットとガンマ補正を同じ設
定にします。

1. プロジェクターリストでプロジェクターを選択する。
2.【入力】画面で入力端子を選択して、映像を投写する。
3.【映像】画面でプリセットとガンマ補正を設定する。

NP-PA703ULJLの場合の推奨設定は以下のとおりです。

プリセット グラフィック
ガンマ補正 ナチュラル

4.【エッジブレンディング】画面でテストパターンをオンにして、テストパターンを表示
する。

5. 【映像】画面で、プリセットとガンマ補正を、3で設定したものと同じ項目に設定する。

1～ 5の手順を繰り返して、すべてのプロジェクターの設定を合わせます。

(1) モードをオンにする。

エッジブレンディングの機能が有効になります。
(2) 調整する領域を選択する。
下図のように、4台を設置している中の左上のプロジェクターを調整する場合は、右
側と下側の制御をオンにします。

上端制御オフ

左端制御オフ 右端制御オン

下端制御オン
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(3) マーカーをオンにする

調整イメージ内に 4色の線（マーカー）を表示します。

シアンと緑のマーカーは映像が重なる領域の端を、マゼンタと赤のマーカーは重なる
範囲（領域 /幅）を表します。

(4) 位置と範囲を調整して、重なりあっている領域を設定する。

-/+ボタンで調整する他に、調整イメージ内のマーカーをマウスでドラッグして調整す
ることもできます。
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(5) 黒レベルを調整する。
映像が重なっている部分の明るさの濃淡が気になる場合に、領域ごとの黒レベルを調
整します。
左上プロジェクターの黒レベル調整は図のようになります。

ドロップダウンリストから調整する箇所を選択し、基準、赤、緑、青の調整バーで黒
レベルを調整します。リセットを選択すると調整値を削除します。

(6) ブレンドカーブを選択する。
映像が重なっている部分の階調変化を調整して、投写画面の境界を目立たなくします。
9 種類のカーブ設定の中から、最適なものを選択します。

1台目のプロジェクターの調整が終わったら、プロジェクターリストで 2台目のプロ
ジェクターを選択して、(1)～ (6)の手順を繰り返します。同様にして、他のプロジェ
クターを調整します。
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3-6. 映像のガンマを調整する【中間調ガンマ】

プロジェクター間の中間調の色を合わせます。
プロジェクターリストから対象のプロジェクターを選択して調整を行います。

(1) モードをオンにする。

中間調ガンマの機能が有効になります。
(2) 調整点を選択する。
ガンマカーブグラフ表示領域に表示された RGBの調整値グラフを参照して、0%、
20％、40%、60%、80%、100%の中から調整する階調を選択します。

(3) テストパターンをオンにする。
ドロップダウンリストでラスターを選択して、投写画面にラスターのテストパターン
を表示します。
テストパターンの階調を、(2)で選択した階調と同じ値に調整します。
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(4) Ｒ、Ｇ、Ｂのレベルを調整する。

投写画面を見ながらＲ、Ｇ、Ｂの値を変更し、最適な状態になるように調整します。
・ リセットボタンをクリックすると、選択中のレベルの RGB各調整値をリセットし
ます。取り消しの記録もリセットします。

・ 取り消しボタンをクリックすると、調整値を１つ前に戻します。最大 50回まで記
録します。

・ やり直しボタンをクリックすると、調整を 1回やり直します。最大 50回まで行う
ことができます。

他の階調、他のプロジェクターも必要に応じて同様に調整し、すべてのプロジェクター
間で色が合うようにします。

参考
●調整値を３とおり保存することができます。

1、2、3から保存先を選択して、保存ボタンをクリックします。
調整値を呼び出すときは、1、2、3から保存場所を選択して読み込みボタンをクリックし
ます。このとき、取り消しの記録はリセットされます。
また、プロジェクターのオンスクリーンメニューの「ガンマ（ツール）」からも、1,2,3の
調整値を呼び出すことができます。

NP-PA703ULJLの例：
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3-7. ウェブカメラを使って画面を自動で調整する【自動調整】

コンピューターにウェブカメラを接続すると、プロジェクターから投写している画面を
ウェブカメラで撮影して、画質を自動で調整することができます。
自動調整は、プロジェクター 2台の投写画面に対して実行します。
自動で調整できる内容は、ホワイトバランス、黒レベル、中間調ガンマ、ユニフォミティ
です。
自動調整を行う前に、必ずエッジブレンディングを行って 2台の投写画面の境界を調整し
てください。

注意
・ 自動調整に対応しているプロジェクターの機種について当社のホームページをご覧く
ださい。

・ ウェブカメラによっては対応していないものがあります。
・ 3台以上のプロジェクターの画像を自動調整することはできません。
・ 設置環境やプロジェクターの状況によっては、自動調整でうまく調整できないことが
あります。うまく調整できなかった場合は、「実行」ボタンの右側の「取り消し」ボタ
ンをクリックすることで、もとの設定に戻すことができます。

・ 自動調整を実行すると、ユニフォミティと中間調ガンマの調整値がプロジェクターの
メモリー 1に保存されます。
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(1) 2台のプロジェクターからの画像を左右の端が重なるように投写する。
その際、レンズシフト、フォーカス、ズームを調整します。
ここでは、例として、2台のプロジェクターから全白の画像を投写します。

参考
・ 2台の投写画面を縦に並べるこ
とも可能です。

(2) コンピューターにウェブカメラを接続する。
ウェブカメラの操作方法は、ウェブカメラの取扱説明書をご覧ください。

(3) ProAssistを起動して、プロジェクターリストから 2台のプロジェクターを選択する。
(4) 「エッジブレンディング」タブをクリックし、2台の投写画面の境界を調整する。（→ 

35ページ）

(5) 「自動調整」タブをクリックする。
(6) カメラ欄のプルダウンリストをクリックし、接続しているウェブカメラを選択する。
ウェブカメラが認識されると、ProAssist画面の中央のカメライメージ領域に、カメラ
の映像が表示されます。
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(7) 投写している画面をウェブカメラで撮影する。
・ 投写画面の 4つの角が ProAssist画面のカメライメージ領域内に収まるようにウェ
ブカメラの向きを調整します。

・ 必要に応じて、カメラの撮影イメージを調整してください。カメライメージ領域の
右側にある、露出、ゲイン、明るさ、コントラスト、ホワイトバランス、ズーム、フォー
カスを調整します。カメラによっては調整できない項目があります。

(8) カメライメージ領域の下の「フレーム検出」ボタンをクリックする。
ProAssistが投写画面の輪郭を認識します。

(9) 「設定」ボタンをクリックする。

2台のプロジェクターのホワイトバランスや黒レベルなどの調整値を合わせ、色むら
などの差異がないように自動調整を行う項目を設定します。（→次ページ）
設定が終わったら OKボタンをクリックします。

(10)「実行」ボタンをクリックする。
確認メッセージが表示されます。

(11) OKボタンをクリックする。
自動調整を開始します。画面に処理の進行状況が表示されます。

 をクリックすると、自動調整をキャンセルできます。

自動調整が終了すると終了メッセージが表示されます。
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(12) OKをクリックする。
自動調整が終了します。

■【設定】の項目について

基準プロジェクター

プロジェクターリストまたはレイアウトイメージで選択したプ
ロジェクター番号のプロジェクターを基準として自動調整を行
います。

自動 合わせるプロジェクターを自動判別します。現状調整
値の低い方に合わせます。

X プロジェクター番号「X」を基準として調整します。
Y プロジェクター番号「Y」を基準として調整します。

プリセット 調整した値をこのメニューで選択したプリセットに保存します。

ライト調整
デフォルト 現在の設定値をそのまま使用します。

100%
ライト調整を 100%にして調整します。このとき
ライトモードもノーマルに変更します。

ホワイトバランス オンを選択すると調整の対象とします。
黒レベル オンを選択すると調整の対象とします。
中間調ガンマ オンを選択すると調整の対象とします。

ユニフォミティ
オンを選択すると調整の対象とします。
ラスター 設定した階調でユニフォミティの調整をします。



3. プロジェクターを調整する

37

注意
・ 基準プロジェクターを指定した場合でも、設置環境や調整するプロジェクターの状況
によっては、基準プロジェクターを調整する場合があります。

 基準プロジェクターの調整を変更した場合は、調整終了後、変更したことを表示します。
・ プリセットは「グラフィック」を推奨します。
・ 黒レベル調整およびユニフォミティ調整は、暗い設置環境でないと正しく調整できま
せん。

・ ユニフォミティは、基準プロジェクターが「X」または「Y」のときには個別に調整します。
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3-8. 投写画面の歪みを補正する【幾何学補正】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

変形イメージ調整アイコン

円筒面や球面などの特殊な形状のスクリーンに投写する場合に、画面の歪みを補正します。
(1) 分割ボタン（①）で補正領域を選択する。
 画面を分割すると、補正領域に青紫色の補正点が表示されます。
(2) 補正方法ボタン（②）で補正方法を選択する。
 補正方法によって、調整アイコンの表示と位置が変わります。
(3) 調整アイコンをドラッグして変形イメージを変化させ、画面の歪みを調整する。
 ショートカットキーの Ctrl+矢印キーで調整することもできます。

① 分割ボタン：補正領域を分割します。

分割なし

画面を左右に分割します

画面を上下に分割します

画面を四つに分割します
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注意
・分割することで、補正方向が制限される、または使用できなくなる補正方法があります。

② 補正方法ボタン：補正方法を選択します。

左右方向 上下方向

傾き補正を行います。

台形補正を行います。

振幅補正を行います。

弓型補正を行います。

ピンクッション補正を行います。

直線性補正を行います。

位置補正を行います。
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ポイント補正を行います。
選択した補正点を動かして補正します。

 マウス操作 動作

グリッドの交差点以外（背景）をクリック
してドラッグ

補正範囲選択

グリッドの交差点をクリック 補正点を選択
グリッドの交差点以外（背景）をクリック 補正点を全て解除
補正点をクリックしてドラッグ 補正
Ctrl+ グリッドの交差点以外 (背景 )をクリッ
クしてドラッグ

範囲指定した補正点を追
加

Ctrl+ グリッドの交差点をクリック 補正点を追加
Ctrl+Shift+ グリッドの交差点以外 (背景 )を
クリックしてドラッグ

範囲指定した補正点を解
除

Ctrl+Shift+ 補正点をクリック 補正点を解除

 キーボード操作 動作

Shift+矢印キー 補正範囲選択
Ctrl+矢印キー 補正
矢印キー 補正点移動

注意
・ ポイント補正は、選択している補正点以外にも影響を与えます。１点
のみだけでなく複数点の補正を行ってください。

・ 分割ボタンで補正領域を選択しているときは操作できません。

角壁スクリーン用の補正を行います。

注意
・ 角壁スクリーンボタン  をクリックして、分割状態を左右壁または
上下壁に設定してください。

・ 分割ボタンで補正領域を選択しているときは操作できません。
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③ もとに戻す／やり直しボタン、補正値一覧ボタン

調整を１つ前に戻します。最大 50回まで記録します。

調整を 1回やり直します。

補正値一覧画面を表示します。

④ グリッドボタン：変形イメージの表示グリッド数を変更します。

グリッド数が少なくなり、粗い表示になります。

標準のグリッド数です。

グリッド数が多くなり、細かい表示になります。

グリッドのユーザー設定を行います。

注意
・ プロジェクターによっては、グリッドのユーザー設定機能を使用できません。

参照するグリッド表示を選択します。

グリッドのすべて選択／すべて解除を行います。

縦横のグリッドを選択／解除します。
選択したグリッドには「■」が表示されます。
保存ボタンをクリックすると、ユーザー設定を保存します。

⑤ 送信／保存ボタン

送信
補正値をプロジェクターに送信します。
「すぐに送信する」のチェックボックスにチェックを入れると、送信ボタン
を押さなくても、補正操作を行うたびに補正値を送信します。

初期化

すべての補正値を初期化して、プロジェクターに送信します。

注意
・ プロジェクターへ保存した補正値は消去されません。

保存
補正値をプロジェクターに保存します。
保存先は 1、2、3の中から選択します。保存した補正値は、モード設定ボ
タン  で呼び出すことができます。
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⑥ プロジェクター表示選択

グリッド
表示

チェックボックスにチェックを入れると、接続しているプロジェクターの
投写画面にグリッドが表示されます。

マーカー
表示

チェックボックスにチェックを入れると、接続しているプロジェクターの
投写画面にマーカーが表示されます。
カラーパレットでマーカーの色を変更できます。

注意
・プロジェクターによっては、グリッド表示とマーカー表示の機能を使用できません。

⑦ メニューボタン

モード設定ボタン
「保存」でプロジェクターに保存した補正値を、1、2、3の中から選択して
呼び出します。
また、プロジェクターのオンスクリーンメニューの「PCツール」からも、1、
2、3の補正値を呼び出すことができます。
NP-PA703ULJLの例：

角壁スクリーンボタン
角壁スクリーンの分割状態（左右壁／上下壁）を選択します。

注意
・ 分割することで、補正方向が制限される、または使用できなくなる補
正方法があります。

・ 角壁スクリーンを変更すると [元に戻す ]と [やり直し ]の情報はクリ
アされます。

リセットボタン
補正値を工場出荷状態に戻します。

ファイル保存ボタン
補正データのファイルをコンピューターに保存します。

ファイル読み込みボタン
ファイル保存ボタンでコンピューターに保存した補正データを読み込ん
で、プロジェクターに送信します。
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4. 困ったときは

こんなときは ご確認ください
プロジェクターが認識
されない

・ お使いのプロジェクターは ProAssistに対応していますか？
 （→ 5ページ）
・ コンピューターとプロジェクターがネットワークに正しく接続
されていますか？

・ プロジェクターの電源が入っていますか？
映像が歪む ・ 正しく設置されていますか？

・ 画面の歪みを補正する場合は、幾何学補正を行ってください。
（→ 38ページ）

タイリング投写で 1台
ごとの画面の明るさが
異なっている

・ ライトモードとライト調整で、明るさを調整してください。
 （→ 20ページ）
・ 基準ホワイトバランスを調整してください。（→ 21ページ）

タイリング投写で 1台
ごとの画面の色が異
なっている

・ 中間調ガンマを調整してください。（→ 31ページ）

投写画面に部分的な色
むらがある

・ ユニフォミティを調整してください。（→ 23ページ）
・ 液晶方式のプロジェクターの場合、液晶パネルの明るさのむら
が、投写画面に色むらとなって現れることがあります。これは
液晶パネルの特性であり、故障ではありません。ユニフォミティ
を調整することで色むらを軽減できます。

プロジェクターリスト
の登録内容を他のコン
ピューターにコピーし
たい

・ プロジェクターリストの登録内容を LISTファイルにエクス
ポートして、他のコンピューターにインポートすることができ
ます。（→ 18ページ）

メニュー切り替えや各
種設定・調整の操作を
連続して行った場合に、
プロジェクターが反応
しない

・ 一度に多くの通信を行うと、プロジェクターからの応答待ちに
なることがあります。

 処理が終わるまで、しばらくお待ちください。

通信エラーが表示され
る

・ ProAssistをインストールしているコンピューターから、プロ
ジェクターに接続しているネットワークを確認してください。

・ プロジェクターの取扱説明書を参照して、通信エラーになった
機能がお使いのプロジェクターに対応しているかどうかを確認
してください。

調整値をコンピュー
ターに保存したい

・ 共通画面の「保存」をクリックすると、調整値をデータファイ
ル（*.dat）としてコンピューターの任意のフォルダーに保存
することができます。（→ 8ページ）
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こんなときは ご確認ください
自動調整を実行したが、
2台のプロジェクターの
色が合っていない

・ 設置環境やプロジェクターの状況によっては、自動調整でうま
く調整できないことがあります。

 うまく調整できなかった場合は、自動調整画面の「実行」ボタ
ンの右側の「取り消し」ボタンをクリックすることで、もとの
設定に戻すことができます。

・ 明るい環境や投写画面に環境光（蛍光灯や外光）が当たってい
ませんか？

 自動調整を行う場合は、暗い環境での実行をおすすめします。
・ ウェブカメラが傾いていませんか？
 ウェブカメラで撮影した投写画面が、ProAssistのカメライメー
ジ領域に入っていても、大きく傾いていると正しく調整できま
せん。

 投写画面が傾かないようにウェブカメラを調整してください。
・ 2台のプロジェクターから映像を投写した状態で、自動調整を
実行してください。

 プロジェクターが無信号の場合、自動調整を実行しても自動で
調整値を変更できません。

・ これらの対応を行っても自動調整で 2台のプロジェクターの
色が合わないときは、手動で調整してください。
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5. その他

商標について
・ ProAssistは NECディスプレイソリューションズ株式会社の商標です。
・ Windowsは、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま
たは商標です。

・ その他取扱説明書に記載のメーカー名および商品名は、各社の登録商標または商標です。
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